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過
去
３
回
の
コ
ラ
ム
で

は
、
日
本
生
産
性
本
部
の

海
外
調
査
で
訪
問
し
た
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
お
よ
び
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
、
日

本
企
業
の
生
産
性
向
上
に

向
け
た
視
点
を
紹
介
し

た
。
最
終
回
と
な
る
今
回

の
コ
ラ
ム
で
は
、
筆
者
の

参
加
し
て
い
る
幾
つ
か
の

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
踏

ま
え
て
、
関
連
す
る
二
つ

の
論
点
を
示
し
た
い
。

　
第
一
の
論
点
は
、
技
術

進
歩
に
よ
る
「
労
働
と
資

本
の
関
係
」
の
変
質
で
あ

る
。
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
の
進

展
の
よ
う
な
有
形
資
産
の

高
度
化
に
加
え
て
、
Ａ
Ｉ

を
一
例
と
す
る
無
形
資
産

の
蓄
積
が
進
む
中
で
、
我

々
の
働
き
方
は
ど
の
よ
う

に
変
質
し
て
い
く
の
だ
ろ

う
か
。
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介

さ
れ
る
議
論
の
多
く
は
、

有
形
・
無
形
の
資
産
（
資

本
）に
よ
っ
て
労
働
が
「代

替
」
さ
れ
る
結
果
、
雇
用

が
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
論

調
で
あ
る
。
し
か
し
、
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
ブ

リ
ニ
ョ
ル
フ
ソ
ン
・
マ
カ

フ
ィ
ー
の
「
機
械
と
の
競

争
」
（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
）
が

多
く
の
事
例
を
用
い
て
解

説
し
て
い
る
通
り
、
現
実

に
は
、
高
度
化
が
進
む
資

本
と
「
補
完
的
」
な
能
力

（
例
＝
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

能
力
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能

力
）を
有
す
る
労
働
者
が
、

資
本
を
味
方
に
つ
け
る
形

で
高
い
労
働
生
産
性
を
実

現
で
き
る
可
能
性
も
あ

り
、
話
は
そ
う
単
純
で
は

な
い
。
筆
者
と
東
洋
大
学

滝
澤
美
帆
准
教
授
の
共
同

研
究
で
も
、
情
報
通
信
技

術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
に
関
す
る

多
額
の
投
資
を
行
っ
て
い

る
企
業
が
、
同
時
に
、
Ｉ

Ｔ
専
門
人
材
を
擁
す
る
専

担
部
署
を
保
有
し
て
い
る

場
合
、
よ
り
高
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ

投
資
の
効
果
が
得
ら
れ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

日
本
企
業
の
生
産
性
向
上

と
い
う
観
点
か
ら
は
、
高

度
化
す
る
資
本
と
補
完
的

な
存
在
で
あ
り
得
る
労
働

者
を
、
企
業
と
個
人
双
方

の
努
力
に
よ
り
育
成
・
活

用
す
る
こ
と
が
重
要
な
テ

ー
マ
と
な
る
。

　
第
二
の
論
点
は
、
個
々

の
企
業
・
産
業
間
で
「
有

形
資
産
と
無
形
資
産
の
関

係
」
が
多
様
で
あ
る
と
い

う
事
実
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
、
物
理
的
な
生
産
設
備

に
代
表
さ
れ
る
有
形
資
産

と
、
研
究
開
発
や
広
告
宣

伝
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
る

無
形
資
産
を
、
企
業
は
ど

の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
で
保

有
す
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

こ
の
バ
ラ
ン
ス
は
、
前
述

の
労
働
と
資
本
に
関
す
る

議
論
と
同
様
に
、
両
者
の

間
に
お
け
る
代
替
・
補
完

関
係
に
依
存
す
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
筆
者
が
参
加

し
て
い
る
共
同
研
究
で

は
、
こ
の
関
係
に
産
業
間

で
大
き
な
差
異
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
あ
る
産
業
で
は
研

究
開
発
投
資
な
ど
の
無
形

資
産
投
資
を
拡
大
す
る
こ

と
で
、
有
形
資
産
投
資
を

一
定
程
度
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
る
一
方
、
両
資
産

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
蓄
積
す

る
必
要
の
あ
る
業
種
も
存

在
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
、
無
形
資
産

は
担
保
と
し
て
の
利
用
が

困
難
で
あ
る
た
め
、
資
金

制
約
に
直
面
し
た
結
果
、

企
業
が
十
分
な
無
形
資
産

投
資
が
行
え
な
い
可
能
性

も
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況

で
、
有
形
・
無
形
資
産
の

間
に
補
完
関
係
が
認
め
ら

れ
る
産
業
で
は
、
資
金
制

約
が
無
形
資
産
の
投
資
を

抑
制
す
る
（直
接
的
効
果
）

の
み
な
ら
ず
、
有
形
資
産

の
蓄
積
に
も
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
（
間
接
的
効
果
）
を

与
え
、
結
果
と
し
て
生
産

活
動
の
停
滞
を
招
く
可
能

性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
議

論
は
、
例
え
ば
、
企
業
活

動
の
成
否
を
規
定
す
る
重

要
な
外
部
要
因
で
あ
る
金

融
仲
介
や
金
融
市
場
の
制

度
設
計
に
当
た
っ
て
、
異

な
る
種
類
の
資
本
が
生
産

活
動
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か

を
正
確
に
理
解
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。

　
な
お
、
上
記
の
議
論
が

対
象
と
す
る
無
形
資
産
に

は
、
「
取
引
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
や
「
企
業
の
集
積
」

と
い
っ
た
よ
り
広
い
範
囲

の
対
象
を
含
め
る
べ
き
か

も
し
れ
な
い
。
前
者
に
関

し
て
は
、
長
期
に
わ
た
る

取
引
関
係
を
通
じ
て
特
殊

な
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
円
滑

に
融
通
す
る
こ
と
で
、
企

業
の
生
産
活
動
に
対
し
て

正
の
貢
献
を
有
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
後
者
に
関
し

て
は
、
筆
者
と
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
宮

内
悠
平
氏
と
の
共
同
研
究

で
、
企
業
の
周
辺
に
高
い

密
度
で
潜
在
的
な
取
引
企

業
が
存
在
す
る
こ
と
が
、

円
滑
な
企
業
活
動
を
持
続

的
に
行
う
上
で
重
要
な
意

義
を
持
つ
可
能
性
を
指
摘

し
て
い
る
。
更
に
、
交
通

イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
社
会
資

本
や
自
然
災
害
へ
の
備
え

と
い
っ
た
公
共
財
に
つ
い

て
も
、
同
様
の
文
脈
で
議

論
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

ろ
う
。

　
日
本
に
お
い
て
は
、
多

数
の
企
業
を
カ
バ
ー
し
た

政
府
統
計
に
加
え
て
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
や
金
融

機
関
取
引
と
い
っ
た
情
報

を
格
納
し
た
デ
ー
タ
セ
ッ

ト
が
民
間
デ
ー
タ
ベ
ン
ダ

ー
か
ら
提
供
さ
れ
て
い

る
。
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
生

産
活
動
に
投
入
さ
れ
て
い

る
広
義
の
資
本
の
現
況
を

正
確
に
把
握
し
た
上
で
、

日
本
企
業
の
生
産
性
向
上

に
向
け
た
実
証
的
な
議
論

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。（

お
わ
り
）


